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建築構造調査士運営委員会報告 

第１回建築構造調査士認定資格講習会の開催状況報告 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

 

１．はじめに 

建築構造調査士運営委員会では、去る平成２２年１２月１６日、本協会認定資格であ

る「建築構造調査士」の初年度(第１回)建築構造調査士認定資格講習会のうち、第１日

目のテキスト講習会を開催しましたので、ここに、ご報告いたします。 

 

２．本認定資格講習会への受講資格条件 

  本講習会への受講資格条件は、下記の３項目を満足することとしました。 

   ○本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ○日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる調査技術者であること。 

○本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく意志を持つ調査技術者であること。 

  初年度においては、上記の３項目をクリアすれば個人の有資格、経験年数等の定量的

事項については特に不問といたしました。 

 

３．初年度(第１回)建築構造調査士認定資格講習会 

この建築構造調査士認定資格講習会は、前述の受講資格条件とともに下記の延べ２日

間のすべての講習会を受講することを必要条件といたしました。 

  ＜第１日目：テキスト講習会＞・・・実施済み 

   ○日時：平成２２年１２月１６日(木)９時５０分～１６時４５分 

   ○会場：ハーモニーホール４階会議室 

○内容：①耐震診断マニュアル第４章「現場調査編」と耐震診断技術 

           講師：清水泰氏（日本大学講師、ＳＴＲＥＣ評定委員） 

       ②耐震診断の基礎知識 

           講師：秋草達夫氏（ＳＴＲＥＣ技術委員長） 

       ③鉄骨構造における耐震診断と現場調査 

           講師：玉松健一郎氏（ＳＴＲＥＣ会長） 

  ＜第２日目：実技講習会・判定試験＞・・・実施予定 

   ○日時：平成２３年１月２６日(水)、２７日(木)のどちらか１日間 

   ○会場：日本ヒルティ㈱本社 大会議室 
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   ○内容：①調査機器等に関する取り扱い講習 

       ②調査機器等の実技講習ほか 

       ③判定試験 

 

４．第１日目のテキスト講習会 

  平成２２年１２月１６日(木)に実施された第１日目のテキスト講習会には、年末の大

変多忙な時期にも関わらず資格希望者が計１１３名と大勢の方が参加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真-1、2 講習会風景（１１３名の参加者で超満員御礼状態） 

 

  当初、応募が１００名を越えることは想定もせず、結果として会場は超満員御礼状態

となり、受講者の皆様には、大変窮屈な思いをさせてしまったことに対して、大変申し

訳なく思っていましたが、そんな中、皆様の受講に対する熱意の方が遙かに勝っている

ことが伝わってきた時点では、運営側の立場として救われる思いがいたしました。 

  また、すでに先行して資格登録されている関係委員の方が２０名ほど参加されました

が、率先して後方の補助席に座って頂きましたことを深く感謝いたします。 

  この日のテキスト講習会は、玉松会長、山下運営委員長の挨拶でスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真-3 玉松会長の挨拶        写真-4 山下運営委員長の挨拶 
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  午前中の清水泰氏(ＳＴＲＥＣ評定委員)の講義では、今回の受講用テキストにも抜粋

掲載させて頂いた「耐震診断・耐震補強設計マニュアル」の「第４章 現場調査マニュア

ル」について執筆者ご本人ならではの平易に読み砕いた説明講義をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真-5、6 講師 清水泰氏（日本大学講師、ＳＴＲＥＣ評定委員） 

 

 

  午後の秋草達夫氏(ＳＴＲＥＣ技術委員長)の講義では、これまでの大地震の履歴と建

築基準法改正の変遷との関係、そして耐震診断法の基礎的知識、１９９５年兵庫県南部

地震の被災報告等について説明講義をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        写真-7、8 講師 秋草達夫氏（ＳＴＲＥＣ技術委員長） 

 

 

  そして、午後最後の玉松健一郎氏(ＳＴＲＥＣ会長)の講義では、受講用テキストの第

２章「鉄骨構造編」に沿って鉄骨構造骨組の構法、鋼材、部材、接合、そして現地調査

等について、かなり細部にわたる部分までの説明講義をして頂きました。 
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        写真-9、10 講師 玉松健一郎氏（ＳＴＲＥＣ会長） 

 

 

  第１日目のテキスト講習会の閉会にあたっては、赤木久眞ＳＴＲＥＣ副会長より、今

年度から発足した建築構造調査士制度に 

ついては、会員の皆様で盛り上げていき、 

将来は、構造物評定委員会の評定業務と 

ともに、構造調査コンサルティング協会 

を支えていく柱の一つになってもらうよ 

うにぜひ期待したいとの力強いお言葉を 

頂き、私たち建築構造調査士運営委員会 

としましては、益々頑張る気持ちが涌い 

てきたところであります。 

                        写真-11 赤木副会長の挨拶 

 

５．第２日目の実技講習会・判定試験 

  来る平成２３年１月２６日、２７日、日本ヒルティ㈱本社 大会議室において、実施予

定としております。 

  前述のように、今回の講習会では、１００名を越える想定外の希望者数であったため、

実技会場の人数制限の関係で、講習会を２日間に分けて実施せざるを得なくなり、参加

受講者にご理解を頂いたところであります。 

 

６．「建築構造調査士」資格取得・登録について 

  本調査士制度において、資格取得・登録については、下記の通り規定いたしました。 

 ○合否判定 

     テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員会において合否判定

を行い、年度内に合格者を決定する。 
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   ○資格登録証の交付 

    受講合格者に対して、本協会認定である「建築構造調査士」登録証を交付する。 

    （登録証は、協会ロゴ入りストラップＩＤケース付きで携帯形式である。） 

   ○登録の有効期限 

    合格後、３年間とする。 

   ○登録の更新 

    有効期限年度の更新講習会を登録更新申請の上で受講しなければならない。 

   ○登録資格の表示 

    建築構造調査業務に就くときは、必ず資格登録証を携帯すること。 

    名刺への資格表示は、建築構造調査士(STREC) と表示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真-12 資格登録証(ストラップ付) 

 

７．おわりに 

  初年度(２０１０年度)の建築構造調査士の協会認定資格講習会におきましては、資格

希望参加者が１００名を越えるという大変喜ばしい結果となり、おそらく初年度の資格

合格者についてもこれに匹敵する数の方が資格登録できるものと予想されます。 

  一方、本資格講習会への参加者について会員会社数でみますと、全会員会社数のまだ

半数程度の応募に止まっている状況にあります。 

従いまして、まだ本資格講習会へ未参加の会員会社におかれましては、来年度にはぜ

ひ参加して頂くことを大いに期待しております。 

以上 

 

(写真提供) 

   写真-1、2、5、7、9、12 ：山下賢治 建築構造調査士運営委員長 

  写真-3、4、6、8、10、11：小川秀彦 広報副委員長 
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建築構造調査士運営委員会報告 

第２回建築構造調査士資格試験の開催状況について 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

 

１．はじめに 

昨年、平成２２年度に創設された本協会認定「建築構造調査士」資格制度においては、

初年度(第１回目)の本資格試験を実施した結果、初めての建築構造調査士として本協会

の技術会員の中から計１１７名の有資格者が誕生いたしました。 

そして、今年度、本資格制度の運用２年目として、平成２３年度「建築構造調査士試

験」(第２回目)においては、およそ６０名近くの調査技術者が受講に応募され、すでに

１０月～１１月にかけて資格講習会が開催されましたので、以下にご報告いたします。 

 

２．建築構造調査士認定資格制度のあるべき方向性 

  この協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・

組積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告

のできる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づ

く診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の

一端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共

有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を内外に有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる協会全体の発展に大

いに寄与できることを期待しております。 

  尚、今後においては、本認定資格制度は、本協会の特徴の一つとして、その位置を確

実なものとするためにも、有資格者の皆さんには、ぜひその認識の方向性をより高く持

って活躍して頂きたいと思います。 

 

３．本認定資格試験の受験要件 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

9

第２回報告



４．平成２３年度本認定資格試験(第２回目)の準備・開催状況 

平成２３年 ７月 ７日 第１回準備分会（講習テキスト集更新）：運営委員 

平成２３年 ７月２９日 第２回準備分会（テキスト講習日程・内容）：運営委員 

平成２３年 ９月２８日 第３回準備分会（テキスト講習・判定内容）：運営委員 

●平成２３年１０月２８日 認定資格テキスト講習会・判定試験(１日目)：受講者対象   

平成２３年１１月１７日 第４回準備分会（実技講習内容）：運営委員 

●平成２３年１１月３０日 認定資格実技講習会・判定試験(２日目)：受講者対象 

 今後の予定として、 

  平成２４年３月末までに、合否判定会、合格発表(協会ＨＰ掲載)、そして、合格者へ

の建築構造調査士「資格登録証」の発行を予定しております。 

 

●第１日目：認定資格テキスト講習会風景 (H23.10.28) 

 

 

 

 

 

 

講師 清水泰氏（日大講師）       テキスト講習会風景       講師 玉松健一郎氏（理事） 

 

 ●第２日目：認定資格実技講習会風景 (H23.11.30) 

 

 

 

 

 

 

マルコ・アマン社長(日本ヒルティ)    実技講習会風景         鉄筋探査機の実技状況 

 

 

 

 

 

 

 

協会所有の調査機器の説明状況       鋼材厚さ測定器の実技状況       判定試験風景 

10



 

 

 

 

 

 

    赤木会長の挨拶         石井副会長の挨拶        山下運営委員長の挨拶 

 

５．「建築構造調査士」認定資格の合否判定・取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(STREC)」と表示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築構造調査士の資格登録証 

 

６．おわりに 

  本資格制度は、今年度で２年目を迎えましたが、おそらく２年間の本協会認定による

建築構造調査士の有資格者数は、延べ１６０名を超えることが予想されます。 

これは何と言っても正会員・賛助会員の技術会員の皆様の本資格制度に対する期待と

積極的な意欲の表れと理解をさせて頂いておりますので、本運営委員会としましてもそ

の期待に応えるべく益々本資格制度の充実に向けてまい進する所存であります。 

末筆ながら、昨年度より認定資格実技講習会の会場等を提供して頂いている日本ヒル

ティ株式会社のマルコ・アマン社長におかれましては心より感謝しております。 

  今後とも本資格制度に関してご理解ご協力の程をよろしくお願い申し上げます。 

以上 
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建築構造調査士第１回合同交流会の開催報告 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

 

１．はじめに 

一昨年より、ＳＴＲＥＣ協会に創設された本協会認定「建築構造調査士」資格制度は、

この２年間の協会認定資格試験の実施によって、延べ１６６名の建築構造調査士が誕生

いたしました。 

この度、「建築構造調査士」の皆様を対象として、本協会内の調査技術者間の交流・ネ

ットワークをより構築することを目的として初めての第１回建築構造調査士合同交流会

を開催しましたので、以下にご報告いたします。 

 

２．建築構造調査士第１回合同交流会 

  この度の合同交流会は、以下の日時、会場にて開催されました。 

○日 時：平成２４年４月１０日(火) １８：３０～２０：３０ 

○会 場：アルカディア市ヶ谷(私学会館) 鳳凰の間４階 

○備 考：会場においては、「資格登録証」を携帯することといたしました。 

   ○参加者数：計６５名の方が参加されました。 

  ここで、 

  今回の合同交流会では、交流を目的として開催されたことより、「これから資格を目指

す方」の参加も募った結果、数名の今後の資格候補者の方も参加されました。 

 

３．合同交流会の内容について 

  下記の次第に沿って進められました。 
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資格者(構造調査士)合同交流会



 

     赤木会長の開会挨拶          石井副会長の「調査士制度」について 

 

     山下委員長の挨拶             玉松理事の乾杯の挨拶 

 

４．建築構造調査士認定資格試験の判定結果について 

  今回の合同交流会では、資格試験問題担当の小川秀彦分会長により、先般の資格試験

の判定結果の総括について説明がありました。 

  判定結果の概要は、およそ以下のようです。 

  ○ＲＣ造の建物調査への理解度はあるが、Ｓ造の建物調査への理解度は低い傾向にあ

る。 

  ○建物を支える地盤に関する事項として、「液状化と N 値」の問いについては、全般 

  に理解度が低く、白紙解答もみられた。 

  ○白紙解答では、ゼロはゼロである。 

  ○今回の判定試験解答にて理解度が不明の数名に対しては、再度の補足リポートの提

出を求め、技術事項の理解度の再判定を行った経緯がある。 

  上記のような説明があり、すでに有資格者であっても、テキストおよび実務の判定試

験を通して、個人差はあるものの不得意分野の存在が浮き彫りとなったことも事実であ

り、さらなる研鑚が必要であることが示されたものと思います。 

  上記のような苦手事項に対しては、ぜひ講習テキスト集を改めて読み返してみること

をお勧めいたします。 
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        試験問題担当の小川分会長の「試験判定結果の総括」 

 

５．合同交流会の風景 

  

 

  合同交流会に参加された皆様は、会食・  

歓談の中で、様々な交流・コミュニケーシ 

ョンの場を楽しんでいただきました。 

  また、会の後半では、東日本大震災の被  

 災地への視察研修について、尾崎司会進行 

 担当、辻分会長の説明がありました。 

 

合同交流会の風景（１） 
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     合同交流会の風景（２）        篠原副委員長の中締めの挨拶                            

 

６．おわりに 

 今回の合同交流会の中締めとしましては、建築構造建築士運営委員会の篠原副委員長よ

り、今後は、できるだけ各会員会社の若手技術者も率先して大勢参加していただき、日頃

の実務的な問題点等についてもお互いに相談しあえるような交流の場になって行けばよい

のではないかとの提案がありました。 

 この建築構造調査士合同交流会は、今後も毎年続けて行きたいと考えておりますので、

上記の提案のように、皆様にとって有効な交流の場になればと祈念しております。 

 今後とも皆様のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

以上 
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建築構造調査士運営委員会報告 

第３回建築構造調査士資格試験の実施状況について 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

 

１．はじめに 

本協会認定「建築構造調査士」資格制度は、これまでの２年間の協会認定資格試験の

実施によって、延べ１６６名の建築構造調査士が誕生いたしました。 

今年度は、本資格制度の運用３年目となりますが、今年度受講希望者は延べ４３名が

集い、先般「第３回建築構造調査士試験(資格講習会)」を実施いたしました。 

 

２．平成２４年度(２０１２年度)の第３回認定資格試験の実施状況 

平成２４年１０月３１日 (第１日目)資格認定テキスト講習会を実施済み。 

平成２４年１１月２８日 (第２日目)資格認定実技講習会・判定試験を実施済み。 

平成２５年 ２月 中旬  建築構造調査士試験判定会の実施予定 

平成２５年 ２月 末日  第３回資格認定試験合格発表予定(協会ＨＰに掲載予定) 

平成２５年 ３月 末日  今年度建築構造調査士「資格登録証」の交付・発行予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    H24.10.31 テキスト講習会風景       H24.11.28 実技講習会風景-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

    H24.11.28 赤木会長のご挨拶        H24.11.28 実技講習会風景-2 
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第３回報告



３．建築構造調査士認定資格制度のあるべき姿 

  協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・組

積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告の

できる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づく

診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の一

端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共

有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる発展が大いに期待されます。 

 

４．本認定資格試験の受験要件 

  本認定資格試験の受験要件は、下記の３項目を満足することが条件となります。 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

 

５．「建築構造調査士」認定資格の取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受 

    講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必 

   ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(STREC)」と 

   表示すること。 

                               「資格登録証」 

 

６．おわりに 

  本協会認定資格制度は、これまで以上に益々の資格制度の充実・向上に鋭意努めてま

いりますので、正会員・賛助会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

以上 
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建築構造調査士運営委員会報告 

第４回建築構造調査士資格試験、第１回資格更新講習会の実施について 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

１．はじめに 

本協会認定「建築構造調査士」資格制度は、昨年までの３年間で、延２０４名の資格

者が誕生しており、今年度(第４回目)は２４名の新規受講者が資格取得に臨みました。 

そして、今年度は、第１回目の資格取得者(合格後３年間の有効期限)の資格更新講習

会を実施し、新規者とは別に、延９５名の更新受講者が「資格の更新」を済ませました。 

 

２．第４回認定資格試験（対象：新規受講者） 

平成２５年１０月３１日 (第１日目)テキスト講習会を実施済み。 

平成２５年１１月２８日 (第２日目)実技講習会・判定試験を実施済み。 

平成２６年 ２月 中旬  建築構造調査士試験合否判定会の実施予定 

平成２６年 ２月 末日  第３回資格認定試験合格発表予定(協会ＨＰに掲載予定) 

平成２６年 ３月 末日  今年度建築構造調査士「資格登録証」の交付・発行予定 

 

    25.10.31 テキスト講習会風景       H25.11.28 実技講習会風景 

（これらの講習会の様子は、上記の２枚の写真と共に、建通新聞に掲載されました。） 

 

３．第１回資格更新講習会（対象：更新資格者) 

  今年度は、第１回目の資格取得者が３年間の有効期限に伴い、延９５名の更新対象者 

 が更新講習会を受講し、資格の更新を行いました。更新のための講習会は、下記の３講

習会の内、いずれか一つの講習会を受講することを更新条件といたしました。 

平成２５年 ９月３０日 「既存鉄筋コンクリート構造の耐震診断・耐震補強設計 

             マニュアル（2012 年版）」講習会 (講師：清水泰先生) 

平成２５年１０月３１日 「テキスト講習会(午後の部)」への受講 

平成２５年１１月２８日 「実技講習会(講義・実技)」への受講 
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第４回報告



４．建築構造調査士認定資格制度のあるべき姿 

  協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・組

積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告の

できる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づく

診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の一

端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共

有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる発展が大いに期待されます。 

 

５．本認定資格試験の受験要件 

  本認定資格試験の受験要件は、下記の３項目を満足することが条件となります。 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

 

６．「建築構造調査士」認定資格の取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受 

    講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必 

   ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(Strec)」と 

   表示すること。 

                               「資格登録証」 

 

７．おわりに 

  本認定資格制度は、新規・更新を含め、益々の資格制度の充実・向上に努めてまいり

ますので、正会員・賛助会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

以上 
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第４回



建通新聞　平成２５年１２月４日(水曜日)　東京版に掲載
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第４回



建築構造調査士運営委員会報告 

第５回建築構造調査士資格試験、第２回資格更新講習会の実施について 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

１．はじめに 

本協会認定「建築構造調査士」資格制度は、昨年までの４年間で、延２２１名の資格

者が誕生しており、今年度(第５回目)は２１名の新規受講者が資格取得に臨みました。 

そして、今年度は、第２回目の資格取得者(合格後３年間の有効期限)の資格更新講習

会を実施し、新規者とは別に、延３６名の更新受講者が「資格の更新」を済ませました。 

 

２．第５回認定資格試験（対象：新規受講者） 

平成２６年１０月２９日 (第１日目)テキスト講習会を実施済み。 

平成２６年１１月２６日 (第２日目)実技講習会・判定試験を実施済み。 

平成２７年 ２月 中旬  建築構造調査士試験合否判定会を実施予定 

平成２７年 ２月 末日  第５回資格認定試験合格発表予定(協会ＨＰに掲載予定) 

平成２７年 ３月 末日  今年度建築構造調査士「資格登録証」の交付・発行予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    H26.10.29 テキスト講習会風景       H26.11.26 実技講習会風景 

（尚、テキスト講習会の様子は、H26.11.5 付の建通新聞に掲載されました。） 

 

３．第２回資格更新講習会（対象：更新資格者) 

  今年度は、第２回目の資格取得者が３年間の有効期限に伴い、延３６名の更新対象者 

 が更新講習会を受講し、資格の更新を行いました。更新のための講習会は、下記の３講

習会の内、いずれか一つの講習会を受講することを更新条件といたしました。 

平成２６年 ９月１０日 「耐震診断マニュアルにおける各種様式の講習会」 

             講習会 (講師：工学院大学  周建東氏、小野里憲一氏) 

平成２６年１０月２９日 「テキスト講習会(午後の部)」への受講 

平成２６年１１月２６日 「実技講習会(講義・実技)」への受講 
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第５回報告



４．建築構造調査士認定資格制度のあるべき姿 

  協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・組

積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告の

できる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づく

診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の一

端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共

有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる発展が大いに期待されます。 

 

５．本認定資格試験の受験要件 

  本認定資格試験の受験要件は、下記の３項目を満足することが条件となります。 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

 

６．「建築構造調査士」認定資格の取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受 

    講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必 

   ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(Strec)」と 

   表示すること。 

                               「資格登録証」 

 

７．おわりに 

  本認定資格制度は、新規・更新を含め、益々の資格制度の充実・向上に努めてまいり

ますので、正会員・賛助会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

以上 
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第５回



建築構造調査士の認定資格制度について 

             資格制度の発足から５年目を迎えて 

 

株式会社構研設計事務所 

 取締役設計技術部長 山下賢治 

 

 

１．はじめに 

建築構造調査士運営委員会では、本協会認定資格である「建築構造調査士」の資格制

度を発足させて５年目を迎え、これまで延２２１名の建築構造調査士が誕生しています。 

ここでは、今年度に実施された第５回認定資格講習会について紹介いたします。 

 

２．本認定資格講習会への受講資格条件 

  本講習会への受講資格条件は、下記の３項目を満足していることが条件となります。 

   ○本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ○日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる調査技術者であること。 

○本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく意志を持つ調査技術者であること。 

   

３．第５回建築構造調査士認定資格講習会(平成２６年度) 

この建築構造調査士認定資格講習会は、前述の受講資格条件とともに下記の延べ２日

間のすべての講習会を受講することを必要条件としています。 

  ＜第１日目：テキスト講習会＞ 

   ○日時：平成２６年１０月２９日(水)９時３０分～１６時１５分 

   ○会場：アルカディア市ヶ谷私学会館 

○内容：＜午前の部＞ 

①建築構造調査士のあるべき姿 

     講師：山下賢治氏（Strec 理事・運営委員長・建築構造調査士） 

②鉄筋コンクリート構造の調査方法 

     講師：市村清一氏（運営委員・建築構造調査士） 

③非構造部材（主に天井について） 

     講師：尾崎猛美氏（Strec 常務理事・運営委員・建築構造調査士） 

④基礎と地盤 

     講師:小田部雄二氏（Strec 副会長・建築構造調査士） 
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  ＜午後の部＞ 

   ⑤鉄骨構造における現場調査と耐震診断技術 

     講師：玉松健一郎氏（Strec 理事・運営委員・建築構造調査士） 

⑥診断と補強に関わる「現場調査と調査結果の扱い」 

          講師：清水泰氏（日本大学講師・Strec 構造物評定委員） 

  ＜第２日目：実技講習会・判定試験＞ 

   ○日時：平成２６年１１月２６日(水)１２時３０分～１７時３０分 

   ○会場：日本ヒルティ㈱本社 大会議室 

   ○内容： ①調査機器等に関する取り扱い講習 

        ②調査機器等の実技講習ほか 

          講師：篠原 浩氏（運営副委員長・建築構造調査士） 

          講師：辻 和幸氏（運営委員・建築構造調査士） 

          講師：吉川博之氏・橋本智子氏（建築構造調査士） 

       ③判定試験 

          担当：小川秀彦氏（運営委員・建築構造調査士） 

 

４．第１日目のテキスト講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真-1 赤木久眞 Strec 会長の挨拶     写真-2 山下賢治運営委員長の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              写真-3、4 テキスト講習会風景 
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①建築構造調査士のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真-5、6 講師 山下賢治氏（Strec 理事・運営委員長・建築構造調査士） 

 

②鉄筋コンクリート構造の調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        写真-7、8 講師 市村清一氏（運営委員・建築構造調査士） 

 

③非構造部材（主に天井について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真-9、10 講師 尾崎猛美氏（Strec 常務理事・運営委員・建築構造調査士） 
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④基礎と地盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真-11、12 講師 小田部雄二氏（Strec 副会長・建築構造調査士） 

 

⑤鉄骨構造における現場調査と耐震診断技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真-13、14 講師 玉松健一郎氏（Strec 理事・運営委員・建築構造調査士） 

 

⑥診断と補強に関わる「現場調査と調査結果の扱い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真-15、16 講師 清水泰氏（日本大学講師・Strec 構造物評定委員） 
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 今年度のテキスト講習会には、２１名の 

新規受講者が午前・午後の部を通して受講 

されました。 

さらに、午後の部では、第２回目の資格 

取得者(合格後３年間の有効期限)の更新講 

習会を兼ねて実施されました。 

 その結果、今年度の資格更新者は、延べ 

３６名となりました。 

                     写真-17 篠原浩運営副委員長(司会：左側) 

 

５．第２日目の実技講習会・判定試験 

 実技講習会・判定試験は、日本ヒルティ㈱本社,大会議室等において実施されました。 

① 調査機器等の実技講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-18 橋本智子氏（講師：右端）      写真-19 吉川博之氏（講師：中央笑顔） 

          (建築構造調査士)              (建築構造調査士) 

 

② 各種調査機器等の取扱講習ほか      ③判定試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-20 辻和幸氏（講師：中央）     写真-21 小川秀彦氏（建築構造調査士） 

          (建築構造調査士) 
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６．「建築構造調査士」資格取得・登録について 

  本調査士制度において、資格取得・登録については、下記の通り規定いたしました。 

 ○合否判定 

     テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員会において合否判定

を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ○資格登録証の交付 

    受講合格者に対して、本協会認定である「建築構造調査士」登録証を交付する。 

    （登録証は、協会ロゴ入りストラップＩＤケース付きで携帯形式である。） 

   ○登録の有効期限 

    合格後、３年間とする。 

   ○登録の更新 

    有効期限年度の更新講習会を登録更新申請の上で受講しなければならない。 

   ○登録資格の表示 

    建築構造調査業務に就くときは、必ず資格登録証を携帯すること。 

    名刺への資格表示は、建築構造調査士(Strec) と表示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真-22 資格登録証(ストラップ付) 

 

７．おわりに 

 本資格制度は、今年度で５年目を迎えましたが、おそらく５年間の本協会認定によ

る建築構造調査士の有資格者数は、延べ２５０名を超えることが予想されます。 

すなわち、正会員・賛助会員の技術会員の皆様の本資格制度に対する期待と積極的

な意欲の表れと理解しておりますので、本運営委員会としましてもその期待に応える

べく益々本資格制度の充実に向けてまい進する所存であります。 

末筆ながら、認定資格実技講習会の会場等を提供して頂いた日本ヒルティ株式会社

の下元紳志社長、そして植村大輔本部長におかれましては心より感謝申し上げます。 

今後とも、本資格制度に関してご理解ご協力の程をよろしくお願い申し上げます。 

   以上 
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建築構造調査士運営委員会報告 

第６回建築構造調査士資格試験、第３回資格更新講習会の実施状況 

 

建築構造調査士運営委員長 山下 賢治 

１．はじめに 

本協会認定「建築構造調査士」資格制度は、昨年までの５年間で、延２３６名の資格

者が誕生しており、今年度(第６回目)は１８名の新規受講者が資格取得に臨みました。 

そして、今年度は、第３回目の資格取得者(合格後３年間の有効期限)の資格更新講習

会を実施し、新規者とは別に、延２１名の更新受講者が「資格の更新」を済ませました。 

 

２．第６回認定資格試験（対象：新規受講者） 

平成２７年１０月２８日 (第１日目)：テキスト講習会を実施済み。 

平成２７年１１月２７日 (第２日目)：実技講習会・判定試験を実施済み。 

平成２８年 ２月 中旬  建築構造調査士試験合否判定会を実施予定 

平成２８年 ２月 末日  第６回資格認定試験合格発表予定(協会ＨＰに掲載予定) 

平成２８年 ３月 末日  今年度建築構造調査士「資格登録証」の交付・発行予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    H27.10.28 テキスト講習会風景       H27.11.27 実技講習会風景 

（尚、両講習会の様子は、H27.11.4 付、H27.12.2 付の建通新聞に掲載されました。） 

 

３．第３回資格更新講習会（対象：更新資格者) 

  今年度は、第３回目の資格取得者が３年間の有効期限に伴い、延２１名の更新対象者 

 が更新講習会を受講し、資格の更新を行いました。更新のための講習会は、平成２７年

１０月２８日のテキスト講習会(午後の部)を受講することを更新条件といたしました。 

 

４．建築構造調査士認定資格制度のあるべき姿 

  協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・組

積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告の
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できる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づく

診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の一

端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共

有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる発展が大いに期待されます。 

 

５．本認定資格試験の受験要件 

  本認定資格試験の受験要件は、下記の３項目を満足することが条件となります。 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

 

６．「建築構造調査士」認定資格の取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

             但し、有資格者(一級・二級建築士、技術士のいずれかを保有) 

             は、判定試験を免除し、２日間の受講完了で合格とする。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受 

    講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必 

   ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(Strec)」と 

   表示すること。 

                               「資格登録証」 

 

７．おわりに 

  本認定資格制度は、新規・更新を含め、益々の資格制度の充実・向上に努めてまいり

ますので、正会員・賛助会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

以上 
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建築構造調査士の認定資格制度について 

             資格制度の発足から６年目を迎えて 

 

株式会社構研設計事務所 

 取締役設計技術部長 山下賢治 

 

 

１．はじめに 

建築構造調査士運営委員会では、本協会認定資格である「建築構造調査士」の資格制

度を発足させて６年目を迎え、これまで延２３６名の建築構造調査士が誕生しています。 

ここでは、今年度に実施された第６回認定資格講習会について紹介いたします。 

 

２．本認定資格講習会への受講資格条件 

  本講習会への受講資格条件は、下記の３項目を満足していることが条件となります。 

   ○本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ○日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる調査技術者であること。 

○本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく意志を持つ調査技術者であること。 

   

３．第６回建築構造調査士認定資格講習会(平成２７年度) 

この建築構造調査士認定資格講習会は、前述の受講資格条件とともに下記の延べ２日

間のすべての講習会を受講することを必要条件としています。 

  ＜第１日目：テキスト講習会＞ 

   ○日時：平成２７年１０月２８日水)９時３０分～１６時１５分 

   ○会場：アルカディア市ヶ谷私学会館 

○内容：＜午前の部＞ 

①建築構造調査士のあるべき姿 

     講師：山下賢治氏（Strec 副会長・委員長・建築構造調査士） 

②鉄筋コンクリート構造の調査方法 

     講師：市村清一氏（運営委員・建築構造調査士） 

③非構造部材（主に天井耐震について） 

     講師：尾崎猛美氏（Strec 常務理事・運営委員・建築構造調査士） 

④基礎と地盤 

     講師:小田部雄二氏（Strec 副会長・建築構造調査士） 
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  ＜午後の部＞ 

   ⑤鉄骨構造における現場調査と耐震診断技術 

     講師：玉松健一郎氏（Strec 名誉会長・運営委員・建築構造調査士） 

⑥診断と補強に関わる「現場調査と調査結果の扱い」 

          講師：清水泰氏（日本大学講師・Strec 構造物評定委員） 

  ＜第２日目：実技講習会・判定試験＞ 

   ○日時：平成２７年１１月２７日(金)１２時３０分～１７時３０分 

   ○会場：日本ヒルティ㈱本社 ３階大会議室 

   ○内容： ①調査機器等に関する取り扱い講習 

        ②調査機器等の実技講習ほか 

          講師：篠原 浩氏（運営副委員長・建築構造調査士） 

          講師：久富慎吾氏（運営委員・建築構造調査士） 

          講師：橋本智子氏・吉川博之氏（建築構造調査士） 

       ③判定試験 

          担当：小川秀彦氏（運営委員・建築構造調査士） 

 

４．第１日目のテキスト講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真-1 秋山友昭 Strec 会長の挨拶     写真-2 受付(中島:右、川越:左) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              写真-3、4 テキスト講習会風景 
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①建築構造調査士のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真-5、6 講師 山下賢治氏（Strec 副会長・運営委員長・建築構造調査士） 

 

②鉄筋コンクリート構造の調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真-7、8 講師 市村清一氏（運営委員・建築構造調査士） 

 

③非構造部材（主に天井耐震について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真-9、10 講師 尾崎猛美氏（Strec 常務理事・運営委員・建築構造調査士） 
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④基礎と地盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真-11、12 講師 小田部雄二氏（Strec 副会長・建築構造調査士） 

 

⑤鉄骨構造における現場調査と耐震診断技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真-13、14 講師 玉松健一郎氏（Strec 名誉会長・運営委員・建築構造調査士） 

 

⑥診断と補強に関わる「現場調査と調査結果の扱い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真-15、16 講師 清水泰氏（日本大学講師・Strec 構造物評定委員） 
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 今年度のテキスト講習会には、１８名の 

新規受講者が午前・午後の部を通して受講 

されました。 

さらに、午後の部では、第２回目の資格 

取得者(合格後３年間の有効期限)の更新講 

習会を兼ねて実施されました。 

 その結果、今年度の資格更新者は、延べ 

２１名となりました。 

                      写真-17 司会進行：篠原浩運営副委員長 

 

５．第２日目の実技講習会・判定試験 

 実技講習会・判定試験は、日本ヒルティ本社㈱大会議室等において実施されました。 

① 調査機器等の理論・実技講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-18 橋本智子氏（理論講師）      写真-19 吉川博之氏（実技講師:右端） 

          (建築構造調査士)              (建築構造調査士) 

 

② 各種調査機器等の取扱講習ほか      ③判定試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-20 久富慎吾氏（取扱講師:中央）      写真-21 試験担当：小川秀彦氏 

          (建築構造調査士)             (建築構造調査士) 
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６．「建築構造調査士」資格取得・登録について 

  本調査士制度において、資格取得・登録については、下記の通り規定いたしました。 

 ○合否判定 

     テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員会において合否判定

を行い、年度内に合格者を決定する。 

    但し、有資格者(一級・二級建築士、技術士のいずかの保有者)は、判定試験を 

免除し、テキスト・実技講習のすべての受講完了をもって合格とする。 

   ○資格登録証の交付 

    受講合格者に対して、本協会認定である「建築構造調査士」登録証を交付する。 

    （登録証は、協会ロゴ入りストラップＩＤケース付きで携帯形式である。） 

   ○登録の有効期限 

    合格後、３年間とする。 

   ○登録の更新 

    有効期限年度の更新講習会を登録更新申請の上で受講しなければならない。 

   ○登録資格の表示 

    建築構造調査業務に就くときは、必ず資格登録証を携帯すること。 

    名刺への資格表示は、建築構造調査士(Strec) と表示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真-22 資格登録証(ストラップ付) 

 

７．おわりに 

 本資格制度は、今年度で６年目を迎えましたが、この６年間の本協会認定による建

築構造調査士の有資格者数は、おそらく延べ２５０名を超えることが予想されます。 

すなわち、正会員・賛助会員の技術会員の皆様の本資格制度に対する期待と積極的

な意欲の表れと理解しておりますので、本運営委員会としましてもその期待に応える

べく本資格制度の一層の充実を図ってまいります。 

今後とも、本資格制度に関してご理解ご協力の程をよろしくお願い申し上げます。 

   以上 
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建築構造調査士運営委員会報告 

第７回建築構造調査士資格試験および第４回更新講習会の開催に向けて 

 

建築構造調査士運営委員長 中村 幸悦 

１．はじめに 

本年度より、山下前委員長に代わり、委員長に就任させていただきました。 

 引き続き建築構造調査士運営委員会を盛り立てて参りたいと思いますので、よろしくお

願い申し上げます。 

本協会認定「建築構造調査士」資格制度では、これまで延べ２５５名の建築構造調査

士が誕生し、このうち更新者は、これまで延べ１５２名が更新手続きを済ませました。 

今年度は、本資格制度の運用７年目にあたり、新たに、第７回新規資格者を募ると共

に、第４回目の合格者にとっては既存資格の更新時期を迎える年でもあります。 

 

２．昨年、平成２７年度(２０１５年度)の第６回認定資格試験の実施状況 

平成２７年１０月２８日 資格認定テキスト講習会 

平成２７年１１月２７日 資格認定実技講習会・総合判定試験 

平成２８年 ２月１０日 建築構造調査士試験判定会 

平成２８年 ３月 ８日 平成２７年度資格認定試験合格発表(協会ＨＰに掲載中) 

平成２８年 ３月３０日 建築構造調査士「資格登録証」の交付・発行 

 

 

 

 

 

 

 

H27.10.28 テキスト講習会風景      H27.11.27 実技講習会風景  

    

３．建築構造調査士認定資格制度のあるべき姿 

  協会認定資格となる「建築構造調査士」とは、ＲＣ造・Ｓ造・これらの混合構造・組

積造等の建築物の耐震構造体の現状調査に対して実態を正しく捉え、的確に調査報告の

できる実績ある「調査技術者」を資格対象とするものであり、一方の調査結果に基づく

診断計算・評価・補強設計等を分担する一級建築士等の「診断技術者」とは、両翼の一

端を担うような相互関係にあるものと位置付けられます。 

 この資格制度の役割は、正会員・賛助会員各社の社員を対象として、建築構造物の調

査を実施する技術者の育成、資質の向上、耐震診断・耐震補強に関連した調査技術の共
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有化とともに、協会員の社会的基盤の確立、社会的地位の向上を志向するための一助と

なることが大きな目標であり、本協会員による責任ある調査活動の証として、この認定

資格制度を有効に活用することで、ニーズの拡大やさらなる発展が期待されます。 

 

４．本認定資格試験の受験要件 

   ●本協会の正会員、または賛助会員であること。 

   ●日頃の業務において、既存構造物の現地構造調査に対して、実態を正しく捉え、 

    的確に調査報告のできる経験ある調査技術者であること。 

●本協会の一員として、構造調査等を通して、本調査士資格を内外に広く活用、 

周知、普及していく強い意志を持つ調査技術者であること。 

  さらに、昨年度より①一級建築士、②二級建築士、③技術士の有資格者による受講の

場合、筆記による判定試験を免除とし、認定資格講習会(テキスト講習会・実技講習会)

の受講をもって合格とすることといたしました。 

 

５．今年、平成２８年度(２０１６年度)の第７回認定資格試験の開催日程 

  今年度の「建築構造調査士」認定資格試験(テキスト講習会・実技講習会)の日程は、

確定次第、後日、詳細を通知いたします。 

 

６．「建築構造調査士」認定資格の取得・登録 

 ●合否判定    ：テキスト・実技講習及び判定試験結果に基づき、当運営委員

会において合否判定を行い、年度内に合格者を決定する。 

   ●資格登録証の交付：受講合格者には、本協会認定の資格登録証を交付する。 

   ●登録の有効期限 ：合格後３年間とする。 

   ●登録の更新   ：有効期限年度の更新講習会を受 

    講しなければならない。 

   ●登録資格の表示 ：構造調査業務に就くときは、必 

   ず本資格証を携帯すること。 

   ●名刺への資格表示：「建築構造調査士(Strec)」と 

             表示すること。           「資格登録証」 

 

７．「資格更新のための講習会」の開催日程 

  資格更新では、指定された講習会への受講が必要条件となるので、講習会の日程が確

定次第、更新対象者に詳細を通知いたします。 

 

８．おわりに 

  本協会認定資格制度は、これまで以上に益々の資格制度の充実・向上に鋭意努めてま

いりますので、正会員・賛助会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 
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　　　　　　　　一般社団法人
構造調査コンサルティング協会

登録番号 氏　　名 会　　社　　名 登録番号 氏　　名 会　　社　　名

第10-0001号 玉松健一郎 ㈱泉創建エンジニアリング 第10-0056号 伊地知　豊 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0002号 石井　茂 日本ミクニヤ㈱ 第10-0057号 野澤友子 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0003号 山下賢治 ㈱構研設計事務所 第10-0058号 稲垣智史 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0004号 篠原　浩 ㈱東京ソイルリサーチ 第10-0059号 佐藤大介 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0005号 小川秀彦 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 第10-0060号 橋本雄司 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0006号 尾﨑猛美 ㈱E＆CS 第10-0061号 吉岡公明 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0007号 土屋芳弘 ㈱E＆CS 第10-0062号 森　伸浩 ㈱ジャパンアセスメントオフィス

第10-0008号 長澤泰寛 ㈱桂設計 第10-0063号 椙山誠治 ㈱椙山建築都市綜合事務所

第10-0009号 木下昌彦 ㈱ＮＴＴファシリティーズ総合研究所 第10-0064号 吉田三郎 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0010号 秋山友昭 ㈱東京ソイルリサーチ 第10-0065号 渡部一隆 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0011号 伊藤一郎 ㈱マルタ設計 第10-0066号 上池正洋 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0012号 三好祐治 ㈱構造計画研究所 第10-0067号 田中郷美 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0013号 伊藤力雄 構造調査コンサルティング協会 第10-0068号 安部啓正 ㈱中央クリエイト

第10-0014号 辻　和幸 日本ヒルティ㈱ 第10-0069号 藤井一彦 ㈱土屋建築研究所

第10-0015号 小隈幸一 日本ヒルティ㈱ 第10-0070号 高田光夫 ㈱土屋建築研究所

第10-0016号 久冨真悟 日本ヒルティ㈱ 第10-0071号 大宮純一 ㈱土屋建築研究所

第10-0017号 菊池聡子 ㈱ウイッツライフ 第10-0072号 浦井史明 ㈱土屋建築研究所

第10-0018号 市村清一 ㈱構研設計事務所 第10-0073号 鈴木真悟 ㈱劍建築設計事務所

第10-0019号 中野広孝 ㈱構研設計事務所 第10-0074号 藤井洋一 ㈱東京ソイルリサーチ

第10-0020号 田根秀昭 日本ミクニヤ㈱ 第10-0075号 萩澤　毅 ㈱東京ソイルリサーチ

第10-0021号 溝部　剛 日本ミクニヤ㈱ 第10-0076号 小倉俊介 ㈱東京ソイルリサーチ

第10-0022号 菅原　優 ㈲吉岡設計 第10-0077号 矢部有紀 ㈱東京ソイルリサーチ

第10-0023号 土橋　勉 ㈱アミック 第10-0078号 宮岡友之 デロイトトーマツPRS㈱

第10-0024号 立野　誠 富士テクノ㈱ 第10-0079号 石橋　肇 ㈱ビームス・デザイン・コンサルタント

第10-0025号 秋草達夫 ㈱アキ・アーキテクト 第10-0080号 金子智典 ㈱ビームス・デザイン・コンサルタント

第10-0026号 神守秀一 ㈱ＮＴＴファシリティーズ総合研究所 第10-0081号 太田和彦 ㈱ビームス・デザイン・コンサルタント

第10-0027号 畠山正士 ㈱カトウ建築事務所 第10-0082号 生田目弘之 ㈱ビームス・デザイン・コンサルタント

第10-0028号 辻　大之 ㈱翔設計 第10-0083号 原　　　智 ㈱ビームス・デザイン・コンサルタント

第10-0029号 須田成俊 ㈱アート設計事務所 第10-0084号 松村賢治 ㈱間瀬コンサルタント

第10-0030号 田村英男 ㈱アキ・アーキテクト 第10-0085号 小林健二 ㈱間瀬コンサルタント

第10-0031号 塙　規行 ㈱アキ・アーキテクト 第10-0086号 谷脇健太 ㈱間瀬コンサルタント

第10-0032号 國田順也 ㈱アキ・アーキテクト 第10-0087号 竹内良輔 ㈱マルタ設計

第10-0033号 矢野元清 ㈱アルキ建築構造事務所 第10-0088号 大島千鶴 ㈱マルタ設計

第10-0034号 五十嵐保弘 ㈱ウイッツライフ 第10-0089号 野﨑陽子 ㈱マルタ設計

第10-0035号 若宮秀貴 ㈱エイテック 第10-0090号 阿部義彦 ㈱ユニバァサル設計

第10-0036号 今泉怜子 ㈱エイテック 第10-0091号 小玉　久 ㈱ユニバァサル設計

第10-0037号 中谷剛生 ㈱エトウ 第10-0092号 吉岡　徹 ㈲吉岡設計

第10-0038号 瀧田昌宏 ㈱エトウ 第10-0093号 小紫一男 ケーアンドイー㈱

第10-0039号 井上早苗 ㈱エトウ 第10-0094号 花形淳一 ケーアンドイー㈱

第10-0040号 中野時衛 ㈱ＮＴＴファシリティーズ総合研究所 第10-0095号 小林　学 ㈱ケー・エフ・シー

第10-0041号 渡邉信也 ㈱NTTファシリティーズ総合研究所 第10-0096号 山中貞雄 ㈱ケー・エフ・シー

第10-0042号 赤木久眞 ㈱NTTファシリティーズ総合研究所 第10-0097号 稲田貴史 ㈱ケー・エフ・シー

第10-0043号 豊嶋照夫 ㈱ＫＡＩ建築環境コンサルタンツ 第10-0098号 齊藤　透 ㈱ケー・エフ・シー

第10-0044号 萩原太郎 ㈱KAI建築環境コンサルタンツ 第10-0099号 秋元禎之 ㈱建設工房　アキモト

第10-0045号 堀川卓也 ㈱カトウ建築事務所 第10-0100号 蔵本展行 ショーボンド建設㈱

第10-0046号 今井　勝 ㈱カトウ建築事務所 第10-0101号 藤田直人 ショーボンド建設㈱

第10-0047号 齊藤典子 ㈱カトウ建築事務所 第10-0102号 後藤栄太 ゼネラルボンド㈱

第10-0048号 若松孝弘 ㈱計画技術研究所 第10-0103号 中三川功一 ゼネラルボンド㈱

第10-0049号 江成邦一 ㈱構研設計事務所 第10-0104号 前田貞二 ゼネラルボンド㈱

第10-0050号 植松　正 ㈱構造計画研究所 第10-0105号 吉野明夫 ㈱E＆CS

第10-0051号 小田伸太郎 ㈱四門 第10-0106号 妹尾嘉章 ㈱E＆CS

第10-0052号 上野浩二 ㈱四門 第10-0107号 川上義人 ㈱E＆CS

第10-0053号 戸祭雄博 ㈱ジャパンアセスメントオフィス 第10-0108号 船橋幸嗣 ㈱E＆CS

第10-0054号 津田智之 ㈱ジャパンアセスメントオフィス 第10-0109号 田代和広 ㈱E＆CS

第10-0055号 須田　充 ㈱ジャパンアセスメントオフィス 第10-0110号 吉川清峰 ㈱E＆CS

建　築　構　造　調　査　士　全　資　格　者　名　簿
ー平成22年度～平成26年度取得者ー

≪登　録　番　号　順≫
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登録番号 氏　　名 会　　社　　名 登録番号 氏　　名 会　　社　　名

第10-0111号 堀之内 亮 ㈱E＆CS 第11-0166号 月村将人 日本ヒルティ㈱

第10-0112号 藤田健二 富士テクノ㈱ 第12-0167号 清野竜志 ㈱アキ・アーキテクト

第10-0113号 芦田勝男 日本ヒルティ㈱ 第12-0168号 小谷文啓 ㈱アキ・アーキテクト

第10-0114号 田中資了 日本ヒルティ㈱ 第12-0169号 塚本　浩 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0115号 吉川博之 日本ヒルティ㈱ 第12-0170号 笠間喜紀 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第10-0116号 大和征良 日本ヒルティ㈱ 第12-0171号 上原一男 ㈱アミック

第10-0117号 鈴木貴博 日本ヒルティ㈱ 第12-0172号 中嶋秀一 ㈱アミック

第11-0118号 星川昇二郎 ㈱アート設計事務所 第12-0173号 藤田勝典 ㈱アルコン

第11-0119号 大島広明 ㈱アキ・アーキテクト 第12-0174号 坂田英之 ㈱アルコン

第11-0120号 山口るみ ㈱アキ・アーキテクト 第12-0175号 市川淳弘 ㈱アルコン

第11-0121号 小田部雄二 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 第12-0176号 池田智紀 ㈱アルコン

第11-0122号 黒木健太郎 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 第12-0177号 中村喜久雄 ㈱ＮＴＴファシリティーズ総合研究所

第11-0123号 大橋弘幸 ㈱アルコン 第12-0178号 吉田雄一郎 ㈱ＫＡＩ建築環境コンサルタンツ

第11-0124号 吉開康博 ㈱アルコン 第12-0179号 白石　誠 ㈱KAI建築環境コンサルタンツ

第11-0125号 池ヶ谷真郎 ㈱アルコン 第12-0180号 ミエン・トウエー ㈱構研設計事務所

第11-0126号 堀篭拓真 ㈱アルコン 第12-0181号 裵　根國 ㈱構造計画研究所

第11-0127号 畑　一成 ㈱アルコン 第12-0182号 崔　春華 ㈱構造計画研究所

第11-0128号 高橋勇介 ㈱アルコン 第12-0183号 中村佳之 ㈱ジャスト

第11-0129号 楊　渭海 ㈱アルコン 第12-0184号 北村　悠 ㈱ジャスト

第11-0130号 安田勝範 ㈱泉創建エンジニアリング 第12-0185号 足立智司 ㈱中央クリエイト

第11-0131号 石田泰宏 ㈱泉創建エンジニアリング 第12-0186号 大加義則 ㈱中央クリエイト

第11-0132号 北東宏郎 ㈱泉創建エンジニアリング 第12-0187号 加藤孝太郎 ㈱東京ソイルリサーチ

第11-0133号 大関安信 ㈱漆企画設計 第12-0188号 中島正博 ㈱東京ソイルリサーチ

第11-0134号 守屋慎一郎 ㈱ＮＴＴファシリティーズ総合研究所 第12-0189号 星野徹也 ㈱東京ソイルリサーチ

第11-0135号 水島裕幸 ㈱近代設計 第12-0190号 鏡　友明 青木あすなろ建設㈱

第11-0136号 島崎勇大 ㈱構研設計事務所 第12-0191号 渡辺万里子 青木あすなろ建設㈱

第11-0137号 相川義昭 ㈱構研設計事務所 第12-0192号 小林隆将 青木あすなろ建設㈱

第11-0138号 横溝　登 ㈱構研設計事務所 第12-0193号 佐々木　肇 環境リサーチ㈱

第11-0139号 伊奈倫之 ㈱コンステック 第12-0194号 朝田健志 ゼネラルボンド㈱

第11-0140号 関　和宏 ㈱齋藤建築設計事務所 第12-0195号 河野友実 ゼネラルボンド㈱

第11-0141号 佐々木健一 ㈱ジャパンアセスメントオフィス 第12-0196号 増田隆司 ゼネラルボンド㈱

第11-0142号 髙濱靖広 ㈱善設計 第12-0197号 杉本多聞 ゼネラルボンド㈱

第11-0143号 小野塚　宏 ㈱善設計 第12-0198号 湯澤　学 創和工業㈱

第11-0144号 山崎栄市 ㈱千葉構造設計コンサルタント 第12-0199号 橋本智子 日本ヒルティ㈱

第11-0145号 伊東　　毅 ㈱中央クリエイト 第12-0200号 石原力也 日本ヒルティ㈱

第11-0146号 土井伸司 ㈱中央クリエイト 第12-0201号 櫻井和人 日本ヒルティ㈱

第11-0147号 武田修一 ㈱中央クリエイト 第12-0202号 石橋謙介 富士テクノ㈱

第11-0148号 沼田卓也 ㈱東京ソイルリサーチ 第12-0203号 吉田孝志 富士テクノ㈱

第11-0149号 森山克己 ㈱東京ソイルリサーチ 第12-0204号 桜庭　浩 富士テクノ㈱

第11-0150号 松井悠平 ㈱東京ソイルリサーチ 第13-0205号 早川和也 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第11-015１号 鈴木禎夫 環境リサーチ㈱ 第13-0206号 那須洋寿 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第11-0152号 加藤隆文 環境リサーチ㈱ 第13-0207号 菅間勇多 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第11-0153号 吉田　誠 ケーアンドイー㈱ 第13-0208号 布施雅則 ㈱アルコン

第11-0154号 進藤輝志 ㈱中越興業 第13-0209号 関口邦博 ㈱アルコン

第11-0155号 内藤正道 ㈱中越興業 第13-0210号 佐藤吉行 ㈱アルコン

第11-0156号 林　　宏 ㈱E＆CS 第13-0211号 山口芳之 ㈱ＫＡＩ建築環境コンサルタンツ

第11-0157号 小野正信 ㈱E＆CS 第13-0212号 佐藤　忠 ㈱構研設計事務所

第11-0158号 遠藤　等 ㈱E＆CS 第13-0213号 小村欣嗣 ㈱構造計画研究所

第11-0159号 生田　裕 ㈱E＆CS 第13-0214号 岩佐健志 ㈱構造計画研究所

第11-0160号 谷口　武 ㈱E＆CS 第13-0215号 橋本芳文 ㈱善設計

第11-0161号 榊原　修 ㈱E＆CS 第13-0216号 川島　剛 ㈱善設計

第11-0162号 加島秀康 ㈱E＆CS 第13-0217号 多田健次 ㈱ジャスト

第11-0163号 冨沢政善 日本ヒルティ㈱ 第13-0218号 平山裕之 ㈱土屋建築研究所

第11-0164号 有田健治 日本ヒルティ㈱ 第13-0219号 松村　修 ㈱東京建築研究所

第11-0165号 切石陽一 日本ヒルティ㈱ 第13-0220号 岩本直之 ㈱東京ソイルリサーチ

第13-0221号 鈴木邦彦 ㈱東京ソイルリサーチ
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第14－0222号 赤坂洋平 ㈱アキ・アーキテクト

第14－0223号 岡野裕子 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第14－0224号 佐藤　幹 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第14－0225号 安里尚悟 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

第14－0226号 堀江優介 ㈱アミック

第14－0227号 中島直哉 ㈱アルコン

第14－0228号 星野　祐 ㈲Ａ＆Ａ構造研究所

第14－0229号 地脇未帆 ㈱構造計画研究所

第14－0230号 楊　　　黙 ㈱構造計画研究所

第14－0231号 水頭一紀 ㈱ケー・エフ・シー

第14－0232号 池尾正詩 中島建工㈱

第14－0233号 飯田典道 富士テクノ㈱

第14－0234号 廣瀬翔一 富士テクノ㈱

第14－0235号 関谷　貢 矢作建設工業㈱

第14－0236号 大根田達也 矢作建設工業㈱
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